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Qua l i t y

令和1年5月28日

6月10日

6月16日

8月24日

10月17日

12月9日

令和2年1月31日

2月10日

2月28日

2月29日

同窓会役員会

同窓会役員会

同窓会総会

第5回オール三河OB対抗戦

同窓会役員会

同窓会役員会

同窓会役員懇親会

同窓会役員会

同窓会入会式

第40号同窓会報発行

豊川市勤労福祉会館

豊川市民プラザ

豊川市民プラザ

平尾カントリークラブ

豊川市勤労福祉会館

豊川市勤労福祉会館

旭寿し

豊川市勤労福祉会館

母校体育館

同窓会本部

17名

18名

48名

8名

19名

20名

13名

12名

236名

25回生まで

日　　付 内　　容 場　　所 人数
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社
会
環
境
の
変
化
に
対
応
で
き
る

　
　
　
　
　
人
財
育
成
を
目
指
し
て
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会
長
挨
拶

2020年11月5日（木曜日）
AM 10:13～（東スタート8組）予定
平尾カントリークラブ 豊川市平尾町木崩61-27
乗用カート、キャディ付、スループレイ
￥14,950（表彰式で食事と飲物付）
参加希望者は同窓会事務局に連絡下さい。
参加実績者には案内します。

日　時

2020年6月21日（日曜日）
豊川市民プラザ（豊川プリオⅡ 4F）
総　会 AM11：00～
懇親会　正午12：00～
　　　 （懇親会会費6,000円）
多くの同窓生の出席をお待ちしています。

開催日

会　場

場　所
プレー代

募　集

第19回 ゴルフコンペ開催案内

2020年度定期総会・懇親会開催のご案内

　今回は東海地方の名門コース、豊川市平尾町にある東海カ
ントリークラブで、全組キャディー付きプレイで行いました。
参加者は7組27名で、旧職員2名及び6回生～57回生の方々
です。
　成績は13回生、機械科の山崎康夫さんが、グロス90打ハン
デ18のネット72で見事優勝を勝ち取りました。
　名誉のベストグロスは、6回生機械科の井川清司さんが83
打でラウンドされました。

ゴルフコンペ開催とご報告ゴルフコンペ開催とご報告ゴルフコンペ開催とご報告
第18回

順位 氏 名 回生 G 賞 順位 氏 名 回生 G 賞

山 崎 康 夫
辻 田 修 一
木 村 直 滋
大 野 昌 之
杵 築 邦 昭
児 玉 光 男
井 川 清 司
菅 沼 　 猛
夏 目 雅 康
大 沢 久 義
山 本 卓 志
吉 川 弘 次
加 藤 吉 郎
小 林 正 行

谷下沢豊文
石 原 政 明
土 島 秀 樹
鈴 木 和 洋
佐々木重廣
近 田 好 市
滝 下 　 勲
木 村 全 宏
柴 田 浩 志
杉 本 　 涼
林 　 博 宣
植 村 和 正
永 田 勝 久

優勝
準優勝
3位
4位
5位
6位
7位
8位
9位
10位
11位
12位
13位
14位

15位
16位
17位
18位
19位
20位
21位
22位
23位
24位
25位
26位
27位

13M
16M
16M
28M
19M
17M
6M
17M
16M
24M
17M
22F
旧職
17Ｍ

18E
20M
17E
17M
旧職
17M
19Ｍ
14Ｍ
21Ｍ
57E
27E
16Ｍ
17Ｍ

90
89
85
97
90
104
83
101
93
91
108
93
97
109

D

N

DN
DDD
BGDN

D

N
D

N

108
98
91
109
107
99
111
100
110
142
109
143
121

　

同
窓
会
会
員
の
皆
様
に

於
か
れ
ま
し
て
は
、
益
々

ご
清
祥
の
事
と
お
喜
び
申

し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日

頃
は
同
窓
会
活
動
に
ご
理

解
と
、
ご
協
力
を
賜
り
心

よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　

令
和
初
め
て
の
新
年
は

穏
や
か
な
気
候
で
、
明
る

く
ス
タ
ー
ト
出
来
た
と
感

じ
て
い
ま
し
た
が
、
今
こ

の
原
稿
を
書
い
て
い
る
時

点
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
話
題
が
多
く
な

り
、
日
々
情
報
が
溢
れ
つ

つ
あ
り
ま
す
。
終
息
の
目

処
は
な
か
な
か
立
っ
て
い

な
い
よ
う
で
病
気
の
恐
怖

よ
り
も
経
済
に
対
す
る
懸

念
が
増
え
つ
つ
あ
る
よ
う

で
す
。
一
国
の
工
業
生
産

に
支
障
が
出
る
と
、
他
の
国

で
部
品
の
供
給
が
滞
っ
て

工
場
が
止
ま
る
。
こ
の
よ

う
な
現
象
か
ら
も
、
世
界

が
如
何
に
グ
ロ
ー
バ
ル
化

さ
れ
、
国
際
的
な
分
業
で

相
互
に
関
連
が
深
ま
っ
て

い
て
る
か
を
実
感
致
し
ま

す
。

　

そ
ん
な
新
時
代
に
対
応

す
る
意
味
で
、
愛
知
県
教

育
委
員
会
は
2
0
1
9
年

1
1
月
2
5
日
、
新
時
代

に
対
応
し
た
県
立
工
業
高

校
の
校
名
変
更
と
学
科
改

編
に
つ
い
て
発
表
し
ま
し

た
。
2
0
2
1
年
4
月
よ

り
県
立
工
業
高
等
学
校
に

新
た
な
学
科
・
コ
ー
ス
を

創
設
し
、
募
集
単
位
を
見

直
す
ほ
か
、
工
業
高
等
学

校
等
1
4
校
を
「
工
科
高

等
学
校
」
に
改
称
す
る
。

工
科
高
等
学
校
へ
の
校
名

変
更
は
、「
工
学
」と「
科
学
」

を
融
合
し
た
名
称
で
あ
り
、

モ
ノ
づ
く
り
の
「
工
み
」

だ
け
で
な
く
、
科
学
的
に

モ
ノ
づ
く
り
を
理
解
し
、

c
i
e
t
y
5
.
0
と
呼

ば
れ
る
超
ス
マ
ー
ト
社
会

の
技
術
革
新
に
も
対
応
で

き
る
若
者
の
育
成
を
目
指

す
と
の
こ
と
で
す
。

　

豊
川
工
業
高
校
の
名
前

が
無
く
な
る
こ
と
は
、
一

抹
の
寂
し
さ
を
感
じ
は
し

ま
す
が
、
名
称
だ
け
で
な

く
内
容
で
目
指
す
変
更
の

目
的
が
達
成
さ
れ
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。
同

窓
会
は
今
ま
で
通
り
、
会

員
相
互
の
親
睦
を
図
り
、

次
世
代
を
担
う
母
校
生
徒

の
育
成
と
科
学
日
本
の
発

展
に
寄
与
す
る
た
め
に
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
、
卒
業

年
度
ご
と
に
選
任
さ
せ
て

る
学
年
幹
事
の
皆
さ
ん
と

か
、
職
場
ご
と
の
同
窓
生

の
集
ま
り
、
各
ク
ラ
ブ
の

個
別
の
O
B
会
の
集
ま
り

な
ど
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

拡
充
に
よ
る
組
織
の
強
化

と
活
性
化
を
目
指
し
て
進

ん
で
行
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
皆
様
の
絶
大
な
る
ご

協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

同
窓
会
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
ま
す
ま
す

御
清
栄
の
こ
と
と
お
喜
び

申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

平
素
よ
り
本
校
の
教
育
活

動
に
対
し
ま
し
て
、
温
か

い
御
支
援
と
御
協
力
を
賜

り
、
心
か
ら
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

現
在
、
新
た
な
社
会
と
し

て
S
o
c
i
e
t
y
5.
0

が
進
め
ら
れ
て
お
り
、

A
I
、
I
o
T
、
ロ
ボ
ッ

ト
な
ど
の
先
端
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
の
技
術
革
新
に
よ
っ

て
社
会
環
境
も
日
々
変
化

し
て
お
り
ま
す
。
一
人
一

人
に
と
っ
て
生
活
が
よ
り

安
全
で
ス
マ
ー
ト
な
生
活

と
な
る
よ
う
、
社
会
全
体

で
最
適
化
を
目
指
す

S
o
c
i
e
t
y
5.
0
。

こ
れ
が
実
現
す
れ
ば
、
仕

事
や
子
育
て
、
老
後
に
至

る
ま
で
、
一
人
一
人
の
ラ

イ
フ
デ
ザ
イ
ン
は
大
き
く

変
化
し
て
い
く
で
し
ょ
う
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、
学
校

に
お
い
て
は
、
社
会
環
境

の
変
化
に
対
応
で
き
る
人

材
育
成
を
行
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
成
り
ま
せ
ん
。我
々

教
職
員
は
、
創
立
以
来
掲

げ
て
い
ま
す
校
訓
に
し
て

教
育
目
標
で
も
あ
る
「
創

造
、
実
践
」
の
下
、
本
校

の
歴
史
と
伝
統
を
重
ん
じ
、

心
身
と
も
に
健
康
で
困
難

に
耐
え
、
工
業
人
と
し
て

必
要
な
知
識
と
技
術
及
び

望
ま
し
い
態
度
と
習
慣
を

身
に
つ
け
、
勤
労
と
責
任

を
重
ん
ず
る
心
豊
か
な
人

間
を
育
成
す
る
と
と
も
に
、

地
域
社
会
か
ら
求
め
ら
れ

る
人
財
の
育
成
に
励
ん
で

参
り
ま
す
。

　

学
校
の
近
況
に
つ
き
ま

し
て
は
、
機
械
科
で
は
豊

橋
市
高
校
生
技
術
ア
イ
デ

ア
賞
最
優
秀
賞
、
電
気
科

で
は
愛
知
県
工
業
高
校
生

ロ
ボ
ッ
ト
大
会
２
位
を
取

り
ま
し
た
。
ま
た
、
各
種

技
能
検
定
や
資
格
取
得
に

多
く
の
生
徒
が
挑
戦
し
取

得
し
て
お
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
多
く
の
部
活
動
が
県

大
会
へ
出
場
し
活
気
が

戻
っ
て
お
り
ま
す
。

　

就
職
に
関
し
ま
し
て
は
、

1
4
7
7
名
（
令
和
元
年

1
2
月
末
日
）
の
求
人
を

い
た
だ
き
求
人
倍
率
は

7
.
５
倍
で
し
た
。
今
後

も
地
元
企
業
へ
の
貢
献
を

第
一
に
、
自
己
実
現
の
で

き
る
進
路
指
導
を
目
指
し

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

進
学
に
関
し
ま
し
て
は
、

国
立
大
学
・
私
立
大
学
・

専
修
学
校
等
へ
合
格
し
ま

し
た
。

　

過
日
、
報
道
で
発
表
の

あ
り
ま
し
た
工
科
高
校
へ

の
校
名
変
更
は
、
令
和
３

年
度
か
ら
で
す
。
そ
の
際
、

電
子
機
械
科
は
ロ
ボ
ッ
ト

工
学
科
に
、
情
報
シ
ス
テ

ム
科
は
情
報
デ
ザ
イ
ン
科

に
学
科
名
を
変
更
し
ま
す
。

ま
た
、
情
報
デ
ザ
イ
ン
科

に
は
生
活
コ
ー
ス
を
作
り
、

将
来
「
モ
ノ
づ
く
り
女
子
」

と
し
て
活
躍
で
き
る
人
材
、

男
女
共
同
参
画
の
視
点
か

ら
モ
ノ
づ
く
り
を
し
な
が

ら
仕
事
と
生
活
を
両
立
で

き
る
人
材
を
育
成
す
る
こ

と
を
狙
い
と
し
て
い
ま
す
。

　

同
窓
生
の
皆
様
に
は

益
々
、
御
健
勝
で
御
活
躍

さ
れ
ま
す
と
と
も
に
、
今

後
も
後
輩
に
多
く
の
声
援

と
御
指
導
、
御
支
援
を
い

た
だ
き
ま
す
こ
と
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　同窓会会員の皆様には、平素より同窓会運営にご理解・ご支援頂
き誠に有難うございます。本年も、令和元年6月16日（日）に豊川市
民プラザに於いて名誉会長の佐藤校長先生をお招きする中、総会
が開かれました。
総会は冒頭、亡くなられた会員皆様に黙とうを捧げ、哀悼の意を表
し、引き続き柴田会長・佐藤名誉会長のご挨拶を頂きました。その
後総会は議事に入り各委員会の報告が行われました。
報告は企画委員会の事業報告・事務局より会計報告・購買委員会
の購買報告と続き30年度の活動報告・令和元年度の計画それぞれ
分けて報告し、参加者の皆さんからの質疑応答を経た後、ご承認頂
きました。
改めまして、皆様のご支援・ご協力に感謝申し上げます。
総会をはじめ活動状況は会報・ホームページなどでお知らせしてお
りますので是非、目を通して頂き、ご意見など有りましたらお知らせ
ください。
総会の後半を還暦祝いの27回生の皆さんをお迎えして、懇親会が
開かれました。
27回生の皆さんには赤いキャップをプレゼントさせて頂き、大変和
やかに、また、賑やかに懇親会進み、最後に校歌を高らかに歌い、
お開きとなりました。
新しい年号と共に、新たな活動を目指す同窓会として皆様の一層の
ご参加を願うものであります。今後とも宜しくお願い申し上げます。

令和元年度総会報告

同 窓 会 報 令和2年2月29日　第40号（1） 同 窓 会 報令和2年2月29日　第40号 （4）

愛知県立豊川工業高等学校
同窓会発行

責任者　柴田　浩志
豊川市新道町1-3

TEL.0533-85-4425

印 刷 所
豊川印刷株式会社



株式
会社

細井設計
豊川市蔵子7-7-8
0533-84-5749

一般派遣23-300700

輸送機器、鉄道車両・輸送車両・環境機器装置・産業廃棄物装置・自動搬送装置設計・
産業機械設計・築炉・景観土木設計・プラント事業

代表取締役  細井　勉（23M）

http://www.h-sekkei.co.jp

未来を創る総合エンジニアリング

株式
会社

柴田製作所

金属プレス加工・機械部品製作
試作部品製作・金型設計・製作

代表取締役  柴  田  浩  志〈21M〉
〒442-0836 豊川市堺町2丁目63番地
TEL〈0533〉86-8703　FAX〈0533〉89-9358
E-mail PBB01125@nifty.ne.jp

車のトラブル年中無休・24時間出動

有限会社
ロードサービス豊橋

豊橋本店  TEL（0532）54-9299
〒440-0086 愛知県豊橋市下地町宮前29番地1
FAX（0532）54-9266
E-mail:a.ohba@sweet.ocn.ne.jp

代表取締役　大場　篤（36M）

各種宴会・法要等料理

〒442-0843 豊川市桜町3丁目2-13　TEL0533-85-1614

代表取締役  林　久仁（30D）

思い出に残る 旅 ご提案します
 個人旅行 国内旅行

団体旅行 海外旅行

TEL.0533-84-7115
本社営業所　豊鉄本野町バス停前

営業時間10時～18時（日・祝休み）

グループ旅行
団体旅行

御見積り無料!!

姫街道

クック●
マート

豊川高校●

●セブンイレブン

●市役所

●ジップドラッグシーズ

●桜木小

豊川稲荷
　　　●

地域文化広場

陸上自衛隊
豊川駐屯地

豊川豊川
稲荷
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OB会社、卒業生の記事、トピックスを募集しています。
どんな記事でも構いません、投稿をお願い致します。

ＯＢ会社、卒業生記事募集
母校の
部活動状況
＆活動 　「ハローCQCQ、こちらはJA2YDEです。」このように、アマチュ

ア無線局を呼ぶ風景は昔も今も変わりません。現在の部員は３年
生の在籍がなく、２年生３名と１年生３名の合計６名で頑張ってい
ます。私たち無線部は変わらず活動をしています。
　今年度は、毎週 1 回以上の交信を続けたり、４棟屋上の老朽化
したアンテナタワーの修繕をしたり、自分たちでできることを考えな
がら活動することができました。また OB の先輩方には、運用面で
のアドバイスをいただき、無線部の活動が続けられています。
　夏の全国高等学校アマチュア無線コンテストでは３位と４位を受
賞できました。そのほかの大会にも出場しましたが、人数の関係も
あり上位入賞とはなりませんでした。来年度は反省を生かして、大
きな災害にも役立つアマチュア無線の魅力を伝え、部員を増やした
いと思います。そして、モールス信号の送受信にも挑戦し、大会上
位入賞を目指します。これからもアクティブな無線部を続けていき
ます！

無線部
　水泳部は、夏季のシーズン時は２時間ほどの水中トレーニングを
行い、それ以外の季節は、陸上トレーニングを行っています。部員
の中には、高い目標設定をし、クラブチームに通い一年中水中トレー
ニングに励んでいる生徒もいます。水泳部の目標は、全員が各自の
エントリー種目で県大会出場を果たすことです。そのために、毎日
の厳しい練習を乗り越え、全員ではないですが、県大会出場を果
たすことができた生徒がいました。
　私は、キャプテンとして、東海大会出場を目指して日々の練習に
取り組んできましたが、昨年は思うように記録がのびず、練習内容
を見直し筋力アップのトレーニングも行うようにしました。そのおか
げで、昨年の自己ベストを２秒近く上回る記録が出せました。しかし、
目標の東海大会出場が果たせず悔しい思いをしました。ですが、私
は水泳が好きなので、社会人になっても健康維持と記録の向上を
兼ねて、水泳を続けたいと思っています。後輩達にも常に向上心を
持って練習に取り組み、一人でも多くの生徒が県大会に出場出来る
ように頑張って欲しいです。

水泳部

　サッカー部は、今年度 3年 22 名、2年 24 名、１年 23名の69 名
でスタートをしました。総合体育大会では、東三河支部予選 2 回戦対
豊橋南に２－０、3 回戦対時習館を３－１で勝利した。続く準決勝対蒲
郡戦１－３で敗れ 3 位決定戦に回ることになった。対国府戦は２－０か
ら１点返され厳しい展開になるも先に３点目を奪い重苦しい流れを何と
か振り切り３－２で勝利した。県大会では、県新人大会を優勝した岡崎
城西との対戦、立ち上がり本校の流れからコーナーキックを得る。そして、
ヘディングシュートが惜しくもクロスバーの上に外れた。しかしその後は、
岡崎城西が両サイドスピードのある選手を擁し、本校の守備を破り得点
を重ね０－９で大勝した。この経験は練習試合では、決して味わうこと
ができないもので、本気モードの強豪校との対戦は非常に勉強になりま
した。その成果として東三河地区リーグ８勝１分け勝ち点 25、35得点、
3 失点で 1 位となり、県リーグに参戦する権利を得た。参入戦は、6
地区からなる計 12 チームを 3 ブロックに分け、各ブロック 2 チームが
令和 2 年度の県 4 部リーグに参入する試合である。そこで対戦した高
蔵寺は東尾張 2 位のチームであり、本校は、相手校の立ち上がりの一
瞬のスキを見逃さずにボールを奪いＧＫとの 1 対１を落ち着いて決めた。
開始 30 秒の先制点を後半の猛攻を耐え凌いで掴んだ 5 年ぶりの県 4
部リーグ復帰である。

サッカー部
　豊川工業高校卓球部は２年生１１名、１年生１０名で活動してい
ます。秋の大会では３年生の先輩がいたころよりも結果を出すこと
ができず、悔しい気持ちになりました。この気持ちをバネに団体戦
で勝つために春の大会へ向けて様々な練習を行っています。卓球の
団体戦は公式試合の回数が少ない反面、緊張の中で力を発揮でき
る高い経験値を求められます。大会では一人一人が責任を持って
試合に臨み勝つ必要があります。しかし、私たちは１本１本の重み
に耐えられず、精神的弱さから試合で負けてしまうことがありました。
そのため、私たちは先輩として後輩にシード権を残せるように、今
の自分たちにできることを練習し、自信を付けるようにしています。
２年生に残された時間は少ないですが、一人一人が１回の練習を
大切にしていき、団体戦で結果を残せるようにします。これからも
部長を中心に卓球部をまとめあげ、成長していくので応援をよろし
くお願いします。

卓球部

ロボット競技大会に出場して トライアスロン日本代表を目指してE３１  河合良太 Ｅ２１ 大谷友哉

　ボランティア部は、様々な地域の活動に参加しています。

　小学生のための工作教室での指導補助や、祭りや献血・募金活

動等のお手伝いが主な活動です。また夏には、豊川海軍工廠平和

公園で他校の生徒と一緒にキャンドルを並べ、鎮魂と平和への祈り

を深めています。

　活動を通して、日頃あまり接点のない方と知り合い、一緒に行動

することで視野が広がり、様々な知識を得ることができます。

　地域への感謝を忘れず、恩返しができるような活動を続けていき

たいと思いますので、変わらぬご支援をよろしくお願いします。

ボランティア部

　愛知県工業高校生ロボット競技大会は、愛知県の工業系高校の技術とアイディアを競う目的で開催されており、
今年で 12 回を迎えました。豊川工業は平成 28 年度、平成 29 年度に連続優勝するという素晴らしい快挙をなしと
げましが、昨年度は惜しくも3位という結果でした。私たちは豊川工業の王座奪還に向けてロボット作りに励みました。
　今年のテーマは「ROBORUG」。ロボットでラグビーをする競技です。キッカーロボットとトライロボットの２台で、
パス、キャッチ、スクラム、トライ等、決められた課題で得点を競います。
　最初はロボットの知識もほとんどない状態で思うようにロボットを作ることができず苦戦しました。顧問の先生の
指導のもと徐々にロボットの仕組みなどが理解できるようになり、改めてものづくりの楽しさに気付くことができまし
た。また、自ら考えたアイディアなどを取り入れたロボットを作ることができるようになりました。大会が近づくにつ
れてロボット作りに対する熱意が高まると同時にチームワークも高まりました。そして、人として成長することが出来
ました。
　結果としては２チーム出場し、準優勝と敢闘賞（ベスト８）という結果で終わってしまいました。
　しかし、どちらのチームも本当に最善を尽くし戦い抜くことができたと思います。
　最後に、熱心に指導してくださった多くの先生方や OB の皆様、共に戦ってくれたチームの仲間には本当に感謝し
ています。ありがとうございました。

　私はトライアスロンという競技をしています。高校生のレースはスイムが
750m、バイク20km、ラン5kmです。とても長い距離というわけではありま
せんが、３種目まんべんなく練習を積まなければ勝つことはできません。中学
生の時は全国大会に出場しても一度も表彰台に立つことはできませんでしたが、
高校生になり、初めて全国大会で優勝することができました。そして海外遠征
への参加権を得ることができました。このように競技に熱中できる環境が整っ
ているのは、部活動ではないけれども理解を示してくれる豊川工業高校のおか
げだと思います。トライアスロンは正直まだマイナーな競技ですが、多くの人た
ちに興味を持ってもらいたいと強く思います。これからも目標に向かって頑張っ
ていきたいと思います。これからも応援をよろしくお願いします。

　私は、平成 10年度豊川工業高校に入学しました。その年は初めて豊川
工業が都大路（高校駅伝）という大きな舞台に出場した年でもあり、その
舞台に憧れを抱いたものです。しかし当時の私は力もなく、3年間選手とし
て出場する機会はありませんでした。それでもいつか強い駅伝選手になる
んだと諦めることなく、日本体育大学へ進学し、4年次に初めて箱根駅伝
に出場することができました。その後ＪＡＬＡＧＳ（実業団）で選手としての
経験を積んだ後、駿河台大学駅伝部コーチに就任し今に至ります。実業団
での経験は私に多くの学びを与えてくれましたが、なかなか結果に結びつ
かず、私の駅伝人生を振り返ってみると、決して輝かしいものではなかった
と思います。でも、駅伝を諦めることは決してしませんでした。100 回負け
ても次の 1 回は勝てるかもしれない。何度も挑んでは立ち上がり、転んだ
分だけ立ち上がってください。
諦めない心がきっと道を開いてくれると私は信じています。

OB企業・卒業生紹介
御一報下さい　　 豊川工業高校同窓会　細井まで（090-3484-4884）

あきらめない心と負けず嫌い
51Ｆ  後藤宣広

　私達は「Zクラブ」です。
　豊川市ソフトボール協会に加盟し、現在は C 級の部で上を目指して頑
張っています。
　Zクラブは練習・試合が熱い！！
　皆さんも人生に於いて二択の選択肢があると思いますが、Zクラブのメ
ンバーは、「やる？」or「やらない？」の選択などありません。どちらかと言
えば「やる！」or「超やる！！」の直球な気持ちだけです。
　試合では「今日は勝つ！」違います。「今日は超勝つ！！」の精神の元、全
て出し切る、文句無しの試合をしたんだ！という監督が、メンバー全員へ
想いやるココロが、そこにあるんだと信じてやまないです。
　そしてZクラブは年齢層も厚い！！
　下は20 代から上は60 代まで幅広く取り揃えている為か、どんなチー
ム相手がきても対応？出来ちゃうのも、このチームの魅力です。
　ただ問題が！ナゼクジ運、悪い～？そんなHOTな Zクラブなんです。

「Zクラブ」ソフトボールクラブ
41D  水野剛彦／ 41E  金原靖浩

　私は中学生の時、家業の和・洋菓子店を継ぐのが嫌で、周りの反対を押
し切り豊川工業高校に入学しました。
　在学中には色々な事を学び、友人にも恵まれ充実した 3 年間を過ごす
事ができました。そののち気持ちが変わり家業を継ごうと決心し、卒業後
には、大阪の和菓子店に修行に出ました。その店では、一生懸命菓子作り
を覚え、時には機械の故障を直したりと学校で勉強した事が役立つ場面も
ありました。大阪から帰った後、東京の製菓学校で2年間学び実家に戻り
ました。そして、23年前に豊川の八幡町に出店しました。
　地元の皆様に愛される店、日本の伝統的なお菓子を守り、添加物、保存
料をなるべく使わないお菓子作りを目指し、新製品にも力を注いで日々
チャレンジし続けています。
　OB の皆様にも日頃から大変お世話になり助けて頂いています。これか
らもどうぞよろしくお願いします。

有限会社とらや製菓舗
取締役  34M  岡田智幸

　購買は毎日8時30分～14時に飲食物・文房具等の販売をしています。
飲食物は地元のパン屋さん、お肉屋さんをはじめ、牛乳、プリン、ジュース等
を、生徒さんの要望を聞きながら仕入れています。人気商品はとりの唐揚
げ、ハムカツサンド、カルビ丼、ソースカツ丼といったお肉類が断トツです。
健康志向の生徒さんも多く、野菜ジュース、乳酸菌飲料もよく売れます。冬
場は温かいおしるこ、コーンポタージュもあります。以前に比べると、街のあ
ちこちにコンビニが増えたこともあり、少し売り上げは減少していますが、
購買が皆さんの憩いの場でもあるよう、明るく元気に接したいと思ってい
ます。お気軽に立ち寄っていただけるとうれしいです。これからも変わらぬ
ご支援をよろしくお願いいたします。

同窓会購買事業部

同 窓 会 報令和2年2月29日　第40号 （2）同 窓 会 報 令和2年2月29日　第40号（3）


